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●研修受け入れ・実技指導による収入の増加
　（評価書150-151頁/説明資料32頁）

●法令遵守等内部統制の適切な構築
　（評価書156-157頁/説明資料34頁）

国立循環器病研究センター

アピールポイント

●重症呼吸/循環不全の救命に貢献する心肺補助（ECMO）システム：医療機器とし
ての開発完了とNCVCによる治験の開始
　（評価書6-7頁/説明資料4頁）
●市民によるAEDの実施により社会復帰率を改善する
ーたとえ現場で正常心拍に戻らなくてもー
　（評価書7-8頁/説明資料5頁）
●循環器疾患の至適抗血栓療法の臨床研究
（1）脳梗塞再発予防に適した抗血小板2剤併用の有用性
　(評価書8-9頁/説明資料6頁）
（2）冠動脈疾患合併の心房細動に対する抗凝固薬単剤療法の有用性
 （評価書8頁/説明資料7頁）

●国循型オープンイノベーションシステムの構築
　（評価書65-66頁/説明資料11頁）
●地域住民・企業・行政が一体となった健都における循環器病予防の取り組み
   （評価書66-67頁/説明資料12頁）
●医療の質指標のフィードバックによるガイドライン推奨薬剤処方率の改善
　（評価書72頁/説明資料13頁）

●植込みデバイスによる遠隔モニタリング診療
　（評価書104頁/説明資料18頁）
●ヘリコプター移送による患者並びにドナー心の搬送
　（評価書91頁/説明資料18頁）
●ハイブリッド手術室4室とロボット手術室の新規稼動
   （評価書90-91頁/説明資料19頁）

●国立高度専門医療研究センター初となる「看護師による特定行為研修」の開講
　（評価書116頁/説明資料22頁）
●日本で唯一の循環器医療に特化したトレーニングセンター
　（評価書116頁/説明資料22頁）
●救急隊に対する研修
　（評価書116-117頁/説明資料23頁）

● G20参加の各保険大臣ら海外首脳に国循の取り組みを紹介
　（評価書129頁/説明資料26頁）
●日露経済協力に伴う循環器病予防のための肥満対策と減塩食の展開
　（評価書129-130頁/説明資料27頁）
●核酸医薬の社会実装を実現する国循発ベンチャーの設立
　（（評価書122-123頁/説明資料28頁）

●人事交流の推進
　（評価書140頁/説明資料32頁）
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